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１．はじめに  

農研機構北海道農業研究センター（以後，北農研）では，前身である農林水産省北

海道農業試験場が 1966 年に札幌市内の琴似から羊ヶ丘へ本場移転して以降，羊ヶ丘に

おいて連続して気象観測が行われている 1) ,2 )．「雪氷」では，雪氷現象の理解や雪氷災

害の防止，利雪などの基礎資料として「日本各地における積雪深の変化」と題して，

2001 年（63 巻）から研究機関による積雪深観測データが掲載されている 3) ,4 )．2003 年

（65 巻）以降は，札幌市の積雪深データとして北農研の 9 時観測値の推移が毎年掲載
5) ,6 ) ,7 ) ,8 ) ,9 ) ,10) ,11) ,12) ,13)されており，本稿は，この積雪深データ利用の参考のため，その概

要や特徴を紹介する． 

 

２．観測露場について 

北農研気象観測露場は，周囲が農耕地であり，北緯 43 度 0.6 分，東経 141 度 24.5 分，

標高 70 m，勾配約 2.5 %の北東向き斜面に位置する（図-1）．南西－北東を長辺とする

20 m×30 m の長方形であり，高さ 1.5 m のフェンスで囲まれている．中央の 8 m×8 m

は水平平坦であり，観測用ポールが設置されている．当初，露場位置は現在地の南東  

 

露場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 気象観測露場の位置 

写真上部が北（札幌市街地方向） 
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約 250 m にあり，2000 年まで観測が行われていた．現在地では 2000 年以降，観測が

行われている．  

 

３．観測項目について 

観測露場センターポールでは，気温，湿度，風向風速，積雪深の各センサーが設置

され，観測が行われている．また，降水量（温水式雨量計），日射量，日照時間，下

向き長波放射，4 成分放射収支，地温，土壌水分が観測されている（図-2）．これらの

観測値は，時，日，半旬，旬，月の統計値として整理・公表されている．積雪深自動

観測装置は，レーザー積雪深計が使用され，2000 年から 2010 年までは横河電子 B7605，

2010 年からはプリード SHM30 である．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 気象観測露場の様子 

（左奥に札幌ドームが見える） 

 

４．積雪深データについて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 北農研と札幌管区の 9 時積雪深最大値 
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「雪氷」には各地の 9 時積雪深（協定世界時 UTC では 0 時）の推移が掲載されてい

る．本稿では，同じ札幌市内の北緯 43 度 3.6 分，東経 141 度 19.7 分，標高 17 m，露

場周囲が市街地である気象庁札幌管区気象台（以下，札幌管区）での観測値と比較し

た．図-3 に近年の 9 時積雪深の冬期最大値を示す．2010-11 冬期を除き，北農研のほう

が札幌管区より，平均 16.6 cm 積雪深が多かった．  

表-1 北農研と札幌管区の消雪日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露場 

 北農研 札幌管区 

2000~01 2001/4/5 2001/4/1 

2001~02 2002/3/27 2002/3/26

2002~03 2003/4/10 2003/4/5 

2003~04 2004/3/31 2004/3/29

2004~05 2005/4/16 2005/4/15

2005~06 2006/4/12 2006/4/10

2006~07 2007/4/8 2007/4/3 

2007~08 2008/3/27 2008/3/25

2008~09 2009/4/1 2009/3/31

2009~10 2010/4/7 2010/4/4 

2010~11 2011/4/8 2011/4/7 

2011~12 2012/4/13 2012/4/11

図-4 消雪日の露場の様子  

（2012 年 4 月 13 日）  

 

気象庁気象観測指針により，消雪日は積雪深計の出力ではなく，観測露場周辺の地

面の半ば以上の雪が消えた日と定義されている．北農研での消雪日の様子の 2012 年の

例を図-4 に示す．札幌管区と比較すると，全ての年で北農研の消雪日は平均 2.4 日遅か

った（表-1）．この最大積雪深と消雪日の違いの原因は，地理的な降雪量の差，地理的

および周辺環境の差による低温 14) ,15)に起因する融雪量の差といった複合的要因による

と考えられるため，今後の検討課題である．積雪深を含む各種気象データは公開され

ている．データを使用した発表に際しては，北農研気象観測担当者までご一報いただ

けると幸いです．本稿は，文部科学省科学研究費補助金 22580293 の支援を受けました． 
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